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組織の概要
名称及び代表者

メジャーヴィーナス・ジャパン株式会社

代表取締役 渡辺 弘三

所在地

東京エコファクトリー（本社） 東京都江東区新木場4丁目2番21号、25号

八丁堀事務所 東京都中央区八丁堀3-7-6 群成舎八丁堀ビル2階

設立

2015年12月10日

役員等の氏名

代表取締役 渡辺 弘三 2019年5月29日就任 常勤

取締役 大塚 健護 2015年12月10日就任 非常勤

監査役 釘宮 新一 2015年12月10日就任 非常勤

資本金

1億円

事業内容

鉄・非鉄・金属等の買取・販売、産業廃棄物の収集運搬業、産業廃棄物の中間
処理業。

2023.4 現在
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2015.12.10 東京都千代田区大手町1-7-2にメジャーヴィーナス・ジャパン株式会社を設立

2016.10.7 東京都において古物商の許可を取得

2016.10.28 東京都において産業廃棄物処分業の許可を取得

2016.11.1
東京都江東区新木場4-2-21にメジャーヴィーナス・ジャパン株式会社東京エコファクトリーを
開設

2016.11.7 東京都において第一種フロン類充填回収業者登録

2016.12.26 埼玉県において産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物の収集運搬業の許可を取得

2017.1.20 茨城県において産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物の収集運搬業の許可を取得

2017.2.6 神奈川県において産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物の収集運搬業の許可を取得

2017.2.8 千葉県において産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物の収集運搬業の許可を取得

2017.2.10 東京都において産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物の収集運搬業の許可を取得

2017.5.29
東京都において産業廃棄物収集運搬業の変更許可を取得 積替え保管の追加（石綿含有産業廃
棄物）

2017.5.29
東京都において特別管理産業廃棄物収集運搬業の変更許可を取得 積替え保管の追加（廃石綿
等）

2017.8.31 三重県において産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物の収集運搬業の許可を取得

2017.12.26
東京都において産業廃棄物収集運搬業の変更許可を取得 積替え保管の追加（汚泥、金属く
ず）
東京都において産業廃棄物処理業 圧縮梱包処理を追加

2018.3.22
東京都において産業廃棄物処理業 圧縮梱包処理の種類の追加（ゴムくず）、破砕処理を追加
（廃蛍光ランプ）

2018.7.5
東京都において産業廃棄物収集運搬業の変更許可を取得 積替え保管の追加（積替え保管の保
有量の変更（石綿含有産業廃棄物））

2021.10.28 東京都において産業廃棄物処分業の許可更新 優良認定取得

2021.12.27 埼玉県において産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物の収集運搬業の許可を更新 優良認定取得

2022.3.29 千葉県において産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物の収集運搬業の許可を更新 優良認定取得

2022.3.31 東京都において廃棄物再生事業者登録 金属くずの再生事業

2022.4.1 八丁堀事務所（営業事業所）を開設

2023.4.1
東京都江東区新木場4-2-21のメジャーヴィーナス・ジャパン株式会社東京エコファクトリーに
本社移転

組織の概要 2023.4 現在
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組織の概要
事業の規模

【役員数】 3名（常勤 1名）

【従業員数】 61名

2023.4 現在

東京エコファクトリー 事務所 22名

現場 25名

八丁堀事務所 14名

【売上高】 3,293百万円

※第8期決算（2022年4月～2023年3月）

【面積】建物面積 3643.61㎡

土地面積 6611.57㎡

A棟事務所 234.60㎡

B棟事務所 74.50㎡

A棟工場 1763.30㎡

B棟工場

八丁堀
オフィス2階

1485.00㎡

86.21㎡【積替保管施設】

積替え保管面積：4,100㎡

最大保管高さ：2.59ｍ

積替保管廃棄物の種類 保管量

廃石綿等 コンテナ1個 30㎥

汚泥、廃プラスチック、ガラス・コンクリート・陶磁
器くず、がれき類（石綿含有産業廃棄物に限る）

コンテナ3個 77.6㎥

汚泥、金属くず（廃乾電池（水銀使用製品産業廃棄物
を除く）に限る。）

ドラム缶1個 0.2㎥

汚泥、金属くず（廃乾電池（水銀使用製品産業廃棄
物）に限る。）

ドラム缶2個 0.4㎥

廃プラスチック類、金属くず、ガラス・コンクリー
ト・陶磁器くず（廃蛍光ランプ（水銀使用製品産業廃
棄物）に限る）（破損したものに限る。）

ドラム缶3個 0.6㎥
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事業の規模

【処理方式】圧縮・切断・圧縮梱包・破砕

【処理能力】

組織の概要 2023.4 現在

圧縮

廃プラ 187 t/日

金属くず 390 t/日

混合処理能力 501 t/日

切断

廃プラ 295 t/日

木くず 271 t/日

金属くず 1132 t/日

ガラス・コンクリー
ト・陶磁器くず

616 t/日

混合処理能力 830 t/日

圧縮梱包

廃プラ 1095 t/日

紙くず 1251 t/日

繊維くず 562 t/日

ゴムくず 1628 t/日

金属くず 3538 t/日

混合処理能力 1084 t/日

破砕
（廃蛍光ランプ（水銀使用製品産

業廃棄物））に限る

廃プラ、金属くず、ガ
ラス・コンクリート・
陶磁器くず 混合処理
能力

19200 本
/日
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組織の概要 2023.4 現在

① 産業廃棄物の排出

② 自社及び収集運搬業者により産
業廃棄物の搬入

③ トラックスケールにより計量

④ 種類ごとの分別

⑤ プレス機により圧縮・シャーリ
ングによる切断

⑥ 自社又は他社により搬出

⑦ 販売又は最終処分場へ搬出

排出元

廃プラスチック類

金属くず

ガラス・コンクリート・陶磁器くず

紙くず（付着物）

木くず（付着物）

繊維くず（付着物）

がれき類（付着物）

ゴムくず（付着物）

事業の規模

【圧縮梱包・切断工程】

自社及び収集業者による搬入

計量

分別

保管 保管

圧縮梱包 切断

分別保管

最終処分場へ搬出 販売元

A棟B棟

MVJ場内

①

②

③

④

⑤
⑤

⑦

搬出 ⑦
⑥
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組織の概要 2023.4 現在

① 産業廃棄物の排出

② 自社及び収集運搬業者により産
業廃棄物の搬入

③ トラックスケールにより計量

④ 梱包状態のまま荷下ろし

⑤ 保管用コンテナへ積替え

⑥ 自社による搬出

排出元

汚泥

廃プラスチック類

ガラス・コンクリート・陶磁器くず

がれき類

事業の規模

【積替保管工程（石綿含有産業廃棄物及び廃石綿】

自社及び収集業者による搬入

計量

最終処分場へ搬出

MVJ場内

①

②

③

④

⑤

⑥

石綿含有産業廃棄物用
コンテナへ積替え保管

廃石綿用コンテナへ
積替え保管

※いずれも石綿含有産
業廃棄物に限る
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組織の概要 2023.4 現在

① 産業廃棄物の排出

② 自社及び収集運搬業者により産
業廃棄物の搬入

③ トラックスケールにより計量

④ 梱包状態のまま荷下ろし（運搬
中に割れないように梱包）

⑤ 開梱し、保管

⑥ 破砕機による破砕

⑦ 破砕後廃棄物をドラム缶にて保
管

⑧ 他社による搬出

排出元

廃プラスチック類

金属くず

ガラス・コンクリート・陶磁器くず
（廃蛍光ランプ（水銀使用製品産業
廃棄物）に限る）

事業の規模

【破砕工程（廃蛍光ランプ】

自社及び収集業者による搬入

計量

二次中間処分場へ搬出

MVJ場内

①

②

③

④

⑤

⑥

開梱

破砕

保管
⑦

⑧
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事業の規模

処理実績（2022年4月～2023年3月）

組織の概要 2023.4 現在

収集運搬量 1,883 t
（内積替え保管分1,824 t 含む）

中間処理量 18,330t

スクラップ量 33,123 t

自社ホームページURL

https://major-venous.co.jp

10

https://major-venous.co.jp/


事業登録

組織の概要 2023.4 現在

許可の種類 許可番号 許可年月日 許可期限日 許可の範囲

産業廃棄物処分業 13-20-
190368

R3.10.28 R10.10.27 廃プラスチック類、紙くず、
木くず、繊維くず、金属く
ず、ガラス・コンクリー
ト・陶磁器くず、がれき類、
ゴムくず

産業廃棄物収集運
搬業

13-10-
190368

R4.2.10 R11.2.9 燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、
廃アルカリ、廃プラスチッ
ク類、紙くず、木くず、繊
維くず、ゴムくず、金属く
ず、ガラス・コンクリー
ト・陶磁器くず、がれき類、
ばいじん、政令13号

特別管理産業廃棄
物収集運搬業

13-60-
190368

R4.2.10 R11.2.9 廃油、廃酸、廃アルカリ、
廃石綿等

古物商 3011316
06619

H28.10.7 なし

再生事業者登録 370 R4.3.31 なし 金属くず

第一種フロン類充
填回収業

1310542
8

H28.11.7 R8.11.6 CHC、HCFC、HFC

許可都道府県：東京都

11



事業登録

組織の概要 2023.4 現在

許可の種類 許可番号 許可年月日 許可期限日 許可の範囲

産業廃棄物収集運
搬業

0120019
0368

R4.3.29 R11.2.7 燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、
廃アルカリ、廃プラスチッ
ク類、紙くず、木くず、繊
維くず、動植物性残さ、ゴ
ムくず、金属くず、ガラ
ス・コンクリート・陶磁器
くず、がれき類、ばいじん

特別管理産業廃棄
物収集運搬業

0125019
0368

R4.3.29 R11.2.7 廃油、廃酸、廃アルカリ、
廃石綿等

許可都道府県：千葉県

許可都道府県：神奈川県

許可の種類 許可番号 許可年月日 許可期限日 許可の範囲

産業廃棄物収集運
搬業

0140019
0368

R4.5.16 R11.2.5 燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、
廃アルカリ、廃プラスチッ
ク類、紙くず、木くず、繊
維くず、動植物性残さ、ゴ
ムくず、金属くず、ガラ
ス・コンクリート・陶磁器
くず、がれき類、ばいじん

特別管理産業廃棄
物収集運搬業

0145019
0368

R4.5.16 R11.2.5 廃油、廃酸、廃アルカリ、
廃石綿等
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事業登録

組織の概要 2023.4 現在

許可の種類 許可番号 許可年月日 許可期限日 許可の範囲

産業廃棄物収集運
搬業

0110019
0368

R3.12.27 R10.12.25 燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、
廃アルカリ、廃プラスチッ
ク類、紙くず、木くず、繊
維くず、動植物性残さ、ゴ
ムくず、金属くず、ガラ
ス・コンクリート・陶磁器
くず、がれき類、ばいじん

特別管理産業廃棄
物収集運搬業

0115019
0368

R3.12.27 R10.12.25
7

廃油、廃酸、廃アルカリ、
廃石綿等

許可都道府県：埼玉県

許可都道府県：茨城県

許可の種類 許可番号 許可年月日 許可期限日 許可の範囲

産業廃棄物収集運
搬業

0080119
0368

R4.4.28 R11.1.19 燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、
廃アルカリ、廃プラスチッ
ク類、紙くず、木くず、繊
維くず、動植物性残さ、ゴ
ムくず、金属くず、ガラ
ス・コンクリート・陶磁器
くず、がれき類、ばいじん

特別管理産業廃棄
物収集運搬業

0085119
0368

R4.4.28 R11.1.19 廃油、廃酸、廃アルカリ、
廃石綿等
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事業登録

組織の概要 2023.4 現在

許可の種類 許可番号 許可年月日 許可期限日 許可の範囲

産業廃棄物収集運
搬業

0240019
0368

R4.8.31 R11.8.30 燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、
廃アルカリ、廃プラスチッ
ク類（石綿含有産業廃棄物
を含む）、紙くず、木くず、
繊維くず、動植物性残さ、
ゴムくず、金属くず、ガラ
ス・コンクリート・陶磁器
くず（石綿含有産業廃棄物
を含む）、がれき類（石綿
含有産業廃棄物を含む）、
ばいじん、処理するために
処理したもの

特別管理産業廃棄
物収集運搬業

0245019
0368

R4.8.31 R11.8.30 引火性廃油、腐食性廃酸、
腐食性廃アルカリ、特定有
害廃石綿等

許可都道府県：三重県

14



使用車両等

組織の概要 2023.4 現在

車種 車両用途 燃料 車両番号

トヨタ シエンタ 営業車 ガソリン＋電気 3056

日産 ノート e-Power 営業車 ガソリン＋電気 5569

日産 ノート e-Power 営業車 ガソリン＋電気 1956

トヨタ プリウス  phev 営業車 ガソリン＋電気 922

いすゞ 2tダンプ 収集運搬車 軽油 7725

いすゞ トレーラー 収集運搬車 軽油 21

日野 トレーラー 収集運搬車 軽油 29

三菱 4tパワーゲート 収集運搬車 軽油 1357

三菱 ヒヤブ 収集運搬車 軽油 8059

いすゞ 4tアームロール 収集運搬車 軽油 4392

コマツ バッテリフォークリフ
ト × 4台

重機 電気

コマツ ディーゼルフォークリ
フト

重機 軽油

コマツ ユンボ（0.45㎥) 重機 軽油（GTL）

日立 ユンボ（0.7㎥） 重機 軽油（GTL）

住友建機 マグネユンボ
（0.9㎥）

重機 軽油（GTL）

住友建機 マグネユンボ
（0.7㎥）

重機 軽油（GTL）

①営業車 4台

②収集運搬車 6台

③重機 6台
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組織図

対象範囲 2023.4 現在

業務部
40名

（内派遣3名）

管理部
５名

営業部
11名

システム部
3名

EA21事務局
１名

環境管理責任者
１名

代表取締役
１名

八丁堀事務所 新木場 東京エコファクトリー
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役割、責任、権限

対象範囲 2023.4 現在

職名 役割・責任・権限

代表取締役

環境経営全般に費用関する統括責任

環境方針を策定し、従業員に周知する

環境管理責任者を任命する

実施及び管理に必要な人、設備、時間を用意する

エコアクション21の全体評価と見直しの実施する

経営における課題とチャンスの明確化を行う

環境管理責任者
環境管理システムの評価及び、対策を行う

環境活動の取組結果を代表者に報告する

環境法令遵守の責任を持つ

エコアクション21文書類(環境方針を除く)の承認を行う

EA21事務局

環境管理責任者の補佐

環境管理システムの構築、文書化、実施運営を行う

環境への負荷の自己チェックを評価する

環境への取組の自己チェックを評価する

環境経営レポート

全従業員
環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

自主的・積極的な環境活動への参加

関連する法規制等を遵守する

教育・訓練を実施する

営業部 社会貢献活動報告書

環境負荷データ

管理部

事故対応マニュアル

活動計画管理表

是正措置及び予防措置

教育訓練計画

環境関連法規

業務部

防火訓練

安全衛生作業手順書

大気中アスベスト濃度検査

設備電力使用量

外部苦情受付

システム部
環境負荷データ
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<基本理念>

地球温暖化をはじめとする地球環境問題は深刻さを増し、それらへの対応は

人類共通の重要課題となっている。

このような状況に対し、メジャーヴィーナス・ジャパン株式会社では、リサイ

クル事業と廃棄物処理事業の推進により循環型社会の形成に貢献することが総

合リサイクル業としての社会的使命であると認識し、そのため、全従業員が一

体となり地球環境及び地球環境の保全と環境負荷の低減に向けて積極的な施策

を推進し、日々の業務に取り組む。

環境経営方針 2023.4 現在

エコアクション21に適合するマネジメントシステムを運用し、継続的
に改善するとともに、環境改善に努める。

当社の業務に関する法的要求事項及び当社が同意するその他の要求事
項を遵守する。

業務を通して一人ひとりが知恵を出し合い、以下に取り組む。
①資源回収推進とリサイクルの高度化
②地域社会への貢献
③省資源・省エネルギー化の推進（カーボンニュートラル）
④環境に配慮した製品の購入

環境への取り組みを環境活動レポートとして取りまとめ、公表する。
環境方針は、全従業員に周知徹底し、かつ、一般の方に公開する。

<活動指針>

制定 2017年5月1日
改定 2019年7月1日

2022年4月1日
2023年4月1日

メジャーヴィーナス・ジャパン株式会社
代表取締役 渡辺 弘三

18



環境経営目標の実績
2022年目標値と実績の比較一覧

項目 2022年実績 2022年目標 判
定

評価

総搬入量（t） 53,672 58,964

△

総搬入量は少ないが、業務
時間を延長し（夜間対応）、
暖房器具（灯油）利用増と
なった結果、二酸化炭素の
排出量が増えた。

温室効果ガ
ス排出量

二酸化炭素（kg-CO2） 301,335 301,639

原単位換算 5.61
（109.7%）

5.12

エネルギー
使用量

※燃料の合
計値はあく
まで参考値

※八丁堀事
務所の電力
は今年度よ
り計測開始。
今回は評価
対象外とな
るが、実績
値のみ22
ページにて
報告。

購入電力（kWh） 1,119,349 1,159,487

△

二酸化炭素の排出はないが、
経営環境の観点から費用削
減のため、節電に取り組む。
工場の夜間対応の開始によ
り、稼働時間が増えたため、
電気の使用量が増えている。

原単位換算 33.79
（107.1%）

31.57

ガソリン（L） 1,144 1,770.12

〇

昨年に比べガソリンの使用
量が抑えられている。

原単位換算 286.0
（64.6%）

442.53

燃料（L）※参考値
（[a][b][c]トータル）

120,681.0 121,203

〇

昨年度より場内使用燃料を
GTLに移行しており、今年
度はほとんど場内燃料（軽
油）は使用なし。アスベス
トの運搬量増加のため車両
の運行距離が増えている。

[a] 場内燃料
軽油（L）

586 7,377

原単位換算 0.03（8.7%） 0.36

[b] GTL燃料（L） 68,601 77,082

原単位換算 1.28（97.8%） 1.31

[c] 車両燃料（L） 51,494 36,744

原単位換算 0.41（119.8%） 0.34

都市ガス（㎥） 95 126

〇
使用量が減っている上、従
業員数が増えたため原単位
上よくなっている。原単位換算 1.98（67.7%） 2.92

灯油（L） 888 608

×

夜間対応など、工場の稼働
時間が増えたため、灯油の
使用量も増えている。原単位換算 18.5

（130.9%）
14.14

水使用量 上下水道（㎥） 1,162 1257

〇
従業員数は増えているが、
節水の効果が出て全体とし
ても使用量が減っている。原単位換算 24.21（83%） 29.2

19

※GTLとは…Gas to Liquidsの略称。天然ガス由来の製品であり、環境負荷の少ないクリーンな軽油代替燃料。

※原単位はそれぞれ、次ページ以降の詳細に計算方法を記載。

※〇：達成 △：～10%未達成 ×：10%以上未達成

※自社排出の廃棄物 新木場1日2袋、八丁堀週に2袋を維持できるよう努めています。



5.12
5.61

4.50

5.00

5.50

6.00

6.50

目標 実績

原単位換算

環境経営目標の実績

項目 2022年実績 2022年目標

総搬入量（t） 53,672 58,964

温室効果ガス排出
量

二酸化炭素（kg-CO2） 301,335 301,639

原単位換算 5.61（109.7%） 5.12

判定 評価

△ 総搬入量は少ないが、業務時間を延長し（夜間対応）、重機の運用
時間が増となった結果、二酸化炭素の排出量が増えた。

※二酸化炭素(kg)/総搬入量(t)

109.7%
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31.57 33.79
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環境経営目標の実績

項目 2022年実績 2022年目標

エネルギー使用量 購入電力（kWh） 1,119,349 1,159,487

原単位換算 33.79（107.1%） 31.57

判定 評価

△
二酸化炭素の排出はないが、経営環境の観点から費用削減のため、
節電に取り組む。工場の夜間対応の開始により、稼働時間が増えた
ため、電気の使用量が増えている。

※購入電気量(kWh)/金属スクラップ受入(t)

107.1%
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1,159,487
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1,090,000

1,100,000
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1,120,000

1,130,000

1,140,000

1,150,000

1,160,000

1,170,000

目標 実績

購入電力(kWh)

※2021年5月より100%再生可能エネルギーを
利用しているため、CO2の排出係数は0。

CO2排出係数(kg-CO2/kWh)

0

電力 新木場工場分



環境経営目標の実績

※原単位計算
購入電気量(kWh)/八丁堀事務所所属従業員数

22

CO2排出係数(kg-CO2/kWh)

0.376

電力 八丁堀事務所分
※今年度より計測開始。来年度より評価対象とする。
※今年度の実績値のみ報告。

項目 2022年実績 2022年目標

エネルギー使用量 購入電力（kWh） 12,131 -

原単位換算 867 -

CO2排出量（kg-CO2/kWh） 4,561 -



442.5
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目標 実績

原単位換算

環境経営目標の実績

項目 2022年実績 2022年目標

エネルギー使用量 ガソリン（L） 1,144 1,770.12

原単位換算 286.0（65%） 442.53

CO2排出量（kg-CO2/L） 2,654.08 4,106.68

判定 評価

〇 昨年に比べガソリンの使用量が抑えられている。

64.6%

※ガソリン(L)/営業車台数(台)
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CO2排出係数(kg-CO2/L)

軽油 GTL燃料

2.58 2.36

0.00

0.50

1.00

1.50

場内燃料 GTL燃料 車両燃料

原単位換算

目標 実績

環境経営目標の実績
項目 2022年実績 2022年目標

エネルギー使用量
※燃料の合計値は
あくまで参考値

燃料（L）※参考値
（[a][b][c]トータル）

120,681 121,203

[a] 場内燃料（軽油）
軽油（L）

586 7,377

原単位換算 0.03（8.7%） 0.36

CO2排出量（kg-CO2/L） 1,511.88 19,033.51

[b] GTL燃料（L） 68,601 77,082

原単位換算 1.28（97.8%） 1.31

CO2排出量（kg-CO2/L） 161,898.36 181,914.17

[c] 車両燃料（軽油）
（L）

51,494 36,744

原単位換算 0.41（119.8%） 0.34

CO2排出量（kg-CO2/L） 132,854.52 94,799.13

判定 評価

〇
昨年度より場内使用燃料をGTLに移行しており、今年度はほとんど場
内燃料（軽油）は使用なし。アスベストの運搬量増加のため車両の
運行距離が増えている。

8.7%

※場内燃料(L)/産業廃棄物(t)
GTL燃料(L)/総搬入量(t)
車両燃料(L)/運行距離(km)

24
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環境経営目標の実績

項目 2022年実績 2022年目標

エネルギー使用量 都市ガス（㎥） 95 126

原単位換算 1.98（67.7%） 2.92

CO2排出量（kg-CO2/㎥） 205.2 271.58

判定 評価

〇 使用量が減っている上、従業員数が増えたため原単位上よくなって
いる。

※都市ガス(㎥)/従業員数(人)

67.7%
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CO2排出係数(kg-CO2/㎥)
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環境経営目標の実績

項目 2022年実績 2022年目標

エネルギー使用量 灯油（L） 888 608

原単位換算 18.5（130.9%） 14.14

CO2排出量（kg-CO2/L） 2,211.12 1,513.57

判定 評価

× 夜間対応など、工場の稼働時間が増えたため、灯油の使用量も増え
ている。

※灯油(L)/従業員数(人)

130.9%
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環境経営目標の実績

項目 2022年実績 2022年目標

水使用量 上下水道（㎥） 1,162 1257

原単位換算 24.21（82.8%） 29.24

判定 評価

〇 従業員数は増えているが、節水の効果が出て全体としても使用量が
減っている。

※上下水道(㎥)/従業員数(人)

82.8%
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中期環境経営目標
中期目標（2021年度の実績を元に、2024年度までの目標を策定しました。）

環境配慮商品の購入については、事務用品の購入等可能なところから着手しその実績を踏
まえて2024年度に目標設定を行う。

項目 2021年度 各年度目標

2022年度 2023年度 2024年度

実績 基準年原単位
1%減

基準年原単位
2%減

基準年原単位
3%減

総搬入量（t） 56,019 58,964 60,748 62,132 

温室効果ガス
排出量
※2023年度よ
り八丁堀事務
所電力分を含
む

二酸化炭素（kg-
CO2） 337,200 301,639 307,968 306,508 

原単位目標

6.02 5.12 5.07 4.93

エネルギー使
用量

※燃料の合計
値はあくまで
参考値

※八丁堀事務
所の電力目標
値は2022実績
値を元に制定。
2023年原単位
1%減、2023年
度原単位2%減。

購入電力（kWh）
新木場 1,081,215 1,159,487 1,147,775 1,136,063 

原単位目標 31.89 31.57 31.25 30.93 

購入電力（kWh）
八丁堀 - - 12,009 11,888

原単位目標 - - 858 849

ガソリン（L） 1,788 1,770.12 1,752.24 1,734.36 

原単位目標 447 442.53 438.06 433.59 

燃料（L）※参考値
（[a][b][c]トータ
ル）

118,662 121,203 122,137 121,558 

[a] 場内燃料（L） 7,534 7,377 7,938 8,345 

原単位目標 0.364 0.360 0.356 0.353 

[b] GTL燃料（L） 74,013 77,082 77,826 77,211 

原単位目標 1.32 1.31 1.28 1.24 

[c] 車両燃料（L） 37,115 36,744 36,373 36,002 

原単位目標 0.344 0.341 0.338 0.334 

都市ガス（㎥） 127 126 124 123 

原単位目標 2.95 2.92 2.89 2.86

灯油（L） 614 608 602 596

原単位目標 14.28 14.14 13.99 13.85 

水使用量 上下水道（㎥） 1,270 1,257 1,245 1,232 

原単位目標 29.53 29.2 28.94 28.65 

※原単位はそれぞれ、「環境経営目標の実績」の詳細ページに記載。

※自社排出の廃棄物 新木場1日2袋、八丁堀週に2袋を維持できるよう努めています。



2022年度の環境経営計画における活動計画

29

項目 2022年度の取組内容

オフィス電力使用量の削減（責任：
管理部）

・使用していない時間の電灯の消
灯
・使用していない時間の電気機器
の電源OFF
・社内ポスターによる節電の呼び
かけ

車両燃費の向上（全社）（責任：営
業部）

・社内ポスターによるエコドライ
ブの呼びかけ
・各社員への朝礼時の指導
・運転時のエコモード設定

工場用電力使用量の削減（責任：業
務部）

・使用していない時間の電灯の消
灯
・使用していない時間の電気機器
の電源OFF
・工場内設備の節電
・社内ポスターによる節電の呼び
かけ
・デマンドレスポンスによる工場
内の電力使用抑制

廃棄物排出量（責任：管理部） ・マイカップ、マイボトルの使用
の呼びかけ
・ミスプリントの裏紙利用

上水使用量の削減（責任：管理部） ・ポスターによる節水の呼びかけ



2022年度環境経営計画の評価と次年度の
取組内容

30

項目
（特段の記載があ
るものを除き通年
実施）

判
定
結
果

判定 次年度の取組内容

理由 代表者評価

オフィス電力使用
量の削減（責任：
管理部）

△ 工場の夜間対応の開
始による稼働時間の
増。

稼働時間が増えている
のはやむを得ないが、
その中でも節電に取り
組んでほしい。

・不必要、休息又は昼
休み時間の電灯の消灯
・不必要機器等の電源
OFFの徹底

車両燃費の向上
（全社）（責任：
営業部）

〇 意欲的に取り組んだ
結果。

引き継ぎエコな運転が
心がけましょう。

・車内エアコンの適正
な温度管理及び急発進、
急ブレーキの禁止につ
いて社内周知をする
（ポスター作成や電子
掲示板の作成）
・燃費データの計測

工場用電力使用量
の削減 （責任：
業務部）

△ 工場の夜間対応の開
始による稼働時間の
増。

稼働時間が増えている
のはやむを得ないが、
その中でも節電に取り
組んでほしい。

・空調温度の適正化
（夏季：室内温度27℃、
冬季：室内温度20℃）
・休息及び昼休み時間
における工場で使用し
ている電気機器の電源
のOFF
・工場内設備、照明及
び冷暖房機器の節電
・使用していない設備
のこまめな電源OFF

廃棄物排出量（責
任：管理部）

〇 意欲的に取り組んだ
結果。

エコキャップ活動やゴ
ミの分別など今後も継
続的に取り組んでいっ
てほしい。

・マイカップ、マイ
バッグの使用
・従業員への分別の呼
びかけ
・ごみ分別表作成の作
成

上水使用量の削減
（責任：管理部）

〇 節水についてのポス
ターを作成・掲示し、
意欲的に取り組んだ
結果

従業員数が増えても使
用量が削減できている
ので、今後も継続的に
取り組んでいってほし
い。

・ステッカー等の貼り
付けによる社員への節
水の意識づけ

取組結果【〇良好 △不足】



社内ポスターの掲示に関して
節電、節水等を呼びかけるポスターを作成し、末端社員まで浸
透するよう、エコアクション21の意識の醸成を行っています。
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社会貢献活動：エコキャップ運動

飲み終わったペットボトルのキャップを集めて、リサイクル
を行っている「エコキャップ推進協会」に送付しています。
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環境関連法規等の違法状況の確認及び評
価の結果並びに違反、訴訟等の有無

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵
守されていました。なお、関係機関及び近隣からの違反の指摘、訴
訟等も過去3年間ありませんでした。

法的義務を受ける環境関連法規制は次の通りです。

法規名称 適用条件 要求事項 遵守判
定

廃棄物の処理及び世相
に関する法律

一般廃棄物、産業廃棄
物の排出者（事業者、
市民）-排出事業者に
ついて記述

適切な分別、3Rの推進 〇

産廃収集運搬・処理業者との契約、許
可証写し保管

〇

保管基準
・産廃置場60cm×60cm以上表示
・飛散・浸透防止
・衛生管理

〇

努力義務（県条例で必須あり）産廃処
理現場の定期的確認（他社に依頼も
可）

〇

マニフェストの管理 〇

排出者の管理表報告書の提出 〇

産業廃棄物の収集運搬、
中間処理

収集・運搬・処分等の基準 〇

保管基準の順守 〇

管理者の設置 〇

委託基準の順守 〇

契約締結 〇

マニフェスト管理 〇

処理基準の順守 〇

施設の維持管理 〇

帳簿の記載義務 〇

処理実績報告 〇

石綿の保管基準 覆い、囲い、梱包等 〇

特定施設事故時の処置、届出 〇

水銀使用製品産業廃棄物に係る新たな
措置
・適正保管（分別保管と掲示）
・委託契約書及びマニフェストへの記
載

〇

（1/3）
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環境関連法規等の違法状況の確認及び評
価の結果並びに違反、訴訟等の有無

法規名称 適用条件 要求事項 遵守判
定

特定家庭用機器再商品
化法

家電4品目の購入・使
用後の廃棄

廃棄者として適正ま廃棄 〇

小型家電リサイクル法 対象品目の処理 廃棄者として適正な廃棄
（パソコン、電話機、携帯電話、プリ
ンターなど）

〇

フロン類の使用の合理
化及び管理の適正化に
関する法律
（略称「フロン排出抑
制法」/旧：フロン回
収破壊法）

第一種特定製品のフロ
ン類の回収・運搬

回収業者登録 〇

フロンの引取り・引渡し義務 〇

行程管理票の運用 〇

記録の作成、保存、報告 〇

「破壊証明書」「再生証明書」の交
付・回付

〇

フロン機器所有者の責
務

フロン機器の定期点検及び点検記録の
保存

〇

一定量以上のフロン漏えい時のフロン
漏えい量の事業所管轄大臣への報告

〇

消防法 指定可燃物 届出、表示 〇

消防用設備（消火器）
等

設置と維持管理
同上届出検査点検報告

〇

労働安全衛生法 指定施設（フォークリ
フト等）

自主検査、特別検査の実施 〇

教育・研修 雇用時教育、特別教育、リーダー研修 〇

指定業務 就業制限（免許又は講習受講が必要） 〇

事故の発生、傷病の発
生

監督署への報告 〇

作業 安全基準の順守 〇

測定及び記録 作業場の石綿濃度測定（年2回） 非該当

事業場 衛生基準の順守 〇

（2/3）
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環境関連法規等の違法状況の確認及び評
価の結果並びに違反、訴訟等の有無

法規名称 適用条件 要求事項 遵守判
定

古物営業法 古物を売買、交換、委
託を受けて売買、委託
を受けて交換をする営
業を行うもの

許可の取得 〇

相手方の確認義務 〇

不正品の申告義務 〇

帳簿等への記載義務 〇

東京都環境確保条例 ディーゼル車規制 〇

自動車一般 〇

東京都アスベスト廃棄
物の適正処理指導方針

非該当

（3/3）
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代表者による全体の評価

メジャーヴィーナス・ジャパン株式会社 代表者 渡辺 弘三

１．評価に必要な情報

・環境経営目標の実績

・2022年度環境経営計画の評価と次年度の取組内容

・環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

２．代表者（代表取締役）によるコメントおよび評価

環境経営目標に関して、7項目を1項目満点2点評価として、14点満点中10点、約7割達成

しています。現状達成項目は今後も維持し、未達項目灯油の使用量に関しては、不要時の

休止等こまめな運用を心がけてください。

また、今年度は、社内ポスター案を各部から募集し、コンテスト形式にすることで、環

境活動をただ周知するだけでなく、楽しく取り組めるよう工夫する等、新しい試みもあり

ました。各部門からEA21の推進メンバーを選定し、体制を強化したことで生まれたアイデ

アもあるかと思います。今後の取り組みにも期待しています。

３．環境経営方針について

2023年4月に環境経営方針の見直しを行ったばかりであり、重ねての変更の必要性はない。

４．環境経営目標・環境経営計画について

原単位年率１％削減目標を継続し、環境経営計画に定める活動を着実に実施すること。

５．実施体制について

EA21事務局の誰が担当しても作業を進められるガイドを記載して業務効率向上を図る。
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